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2003年から刊行されたルーモール［ルーモア］（Carl Friedrich von Ru-



































































































































































































































図 5 フォーゲル（Carl Christian










































boldt, 1767−1835 ; Alexander von Humboldt, 1769−1859），オーストリア人

























































時代からの親友ヴァッケンローダー（Wilhelm Heinrich Wackenroder, 1773
−1798）と死別してから，1799年に初期ロマン主義の中心地となっていたイ
ェーナに移る。ここでティークは，フィヒテ（Johann Gottlieb Fichte, 1762
−1814），シェリング（Friedrich Wilhelm Joseph von Schelling, 1775 −
1854），シュレーゲル兄弟，ブレンターノ（Franz Brentano, 1838−1917），
































































































































Theobald Horny, 1798−1824］やオーヴァベック［Johann Friedrich Over-












⑵ http : //www.eurotoques.org/fileadmin/user_upload/eurotoques.org/pdf/
CarlFriedrichvonRumohr-Dossier.pdf（retr. on 21. 03. 2013）
⑶ Sämtliche Werke, Hildesheim : Olms-Weidmann, 2003 ff.











⑺ Ibid. , VII（ Rumohr, Deutsche Denkwürdigkeiten : aus alten Papieren,
Sämmtliche Werke, Bd. 10, 2003, 123）.
⑻ Ibid., VIII.
⑼ Waetzoldt 1921−24, 292 ff. bes. 301−304.
⑽ Kultermann 1966, 161−164.
⑾ Schlosser 1920, VII.
⑿ Ibid.
⒀ Tarrach 1921, 111−113.
⒁ 笠原 1997, 49.
⒂ アロン 1985，ビーチャー 2001.
⒃ ブリア＝サヴァランとの関係については，以下の文献を参照。加藤 2006, 63−65.
⒄ Gault/Millau 1973.
⒅ http : //www.gastronomische−akademie.de/index.php?option＝com_content&
task＝section&id＝6&Itemid＝50（retr. on 21. 03. 2013）
1978年と 2010年に新書版でインゼル社から出た『料理術の精神』の表紙（図
3，図 4）を比較してみても，この変化がよくわかる。
⒆ Fourier, 1808, 2006.
⒇ 加藤 2004, 2−5.
21 Rumohr 1978, 30.
22 1804年の父の死後，カルル・フリードリヒは遺産を相続して，貴族としての
「公務」に就いていた。
23 彼の 5回のイタリア旅行については，表 1を参照。
24 以下，彼の第一次イタリア旅行を『イタリアへの 3つの旅』と，ほぼ同時に出版
された『料理術の精神』第 2版にもとづきながら追跡する。
25 Dirk, in : Rumohr, Sämmtliche Werke, Bd. 1, 2003, XXXII.
26 大西 1961. 53.
27 二男であるため。





32 Klee 1892, 53.
33 Ibid., 54.
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出発 年齢 帰国 同行者 目的 主な経由地，訪問地


















第 4回 1837 52 1837 単独 農業史調査 ベルガモ，ミラノ
第 5回 1841 56 1841 単独 古版画調査 ヴェネツィア
表 2 ルーモールとティーク（年譜と主要著作）
西暦 年齢 ルーモール 年齢 ティーク
1773 0 5月 31日，ベルリンで生まれる
1782 9 ギムナジウム入学，1792年まで。
1785 0 1月 6日，ドレースデン郊外で生まれる 12
リューベック郊外の地所に戻る
1789 4 （フランス革命） 16
1792 7 （ヴァッケンローダーもゲッティンゲンへ） 19 ハッレ大学入学，ゲッティンゲンに移る
1794 9 21 卒業後，ハンブルク経由ベルリンに戻る
1796 11 （『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』） 23
1797 12 ホルツミンデンのギムナジウム 24 『長靴をはいた牡猫』
1798 13 25 婚約。『フランツ・シュテルンバルトの遍歴』
1799 14 26 イェーナでノヴァーリスたちと交流。『プリンツ・ツェルビーノ』
1800 15 27 ハンブルク経由，ベルリンに戻る
1802 17 ゲッティンゲン大学入学 29 ツィービンゲンへ，1819年まで
1804 19 父の死。遺産相続 31 妹ゾフィーとミュンヘンへ。ルーモールと知り合う
1804 19 ドレースデンでカトリックに改宗 31
1805 20 ミュンヘン，ティークと交友 32
1805 20 ローマへ（第 1回イタリア旅行） 32 弟フリードリヒ，ルーモールたちとローマへ
1806 21 ナポリへ。神聖ローマ帝国の終焉 33 ツィービンゲンに戻る
1807 22 ハンブルク，ミュンヘン経由で帰郷 34
1808 23 ライン川流域旅行。ヴィーンへ亡命 35 ドレースデン経由でヴィーン，ミュンヘン（1810年まで）
1809 24 ミュンヘン，美術アカデミーで研究制作 36 ルーモールと接触
９８ ルーモールのイタリア旅行（1805−06年）
西暦 年齢 ルーモール 年齢 ティーク
1810 25 ミュンヘンから帰郷 37 バーデン・バーデン
1813 28 『ドイツの博物館』寄稿 40 ツィービンゲンに戻る。プラハへ
1815 30 ヴァイマールでゲーテ訪問。ヴィーン体制 42 ツィービンゲンに戻る
1816 31 第 2回イタリア旅行（1821年まで） 43 ブレスラウで名誉博士学位取得
1817 32 ローマでナザレ派画家と交友 44 ロンドンとパリへ。『ドイツ演劇』
1818 33 シエナで文書庫調査 45
1819 34 ローマ，オレヴァノで強盗 46 ドレースデンに転居。宮廷顧問官（Hofrat）
1820 35 ローマ 47 『聖女ゲノフェーファの生と死』
1821 36 ミュンヘンへ 48
1822 37 『料理術の精神』（初版） 49
1823 38 ハンブルク美術協会で活動。帰郷 50
1824 39 27年までベルリン 51
1825 40 （ブリア＝サヴァラン『味覚の生理学』） 52 ドレースデン王宮劇場顧問
1826 41 コペンハーゲン 53
1827 42 『イタリア研究』第 1部，第 2部 54
1828 43 第 3回イタリア旅行（1829年まで） 55 著作集刊行開始
1829 44 ミラノ，ベルガモ，ヴェネツィア，ミュンヘン 56
1830 45 ベルリン，銅版画収集展示室設立準備 57
1831 46 『イタリア研究』第 3部 58
1831 46 ドレースデンに転居 58
1832 47 『料理術の精神』（第 2版） 59
1832 47 『三つのイタリア旅行』 59
1832 47 『ドイツ人たちの回顧録』 59
1833 48 ハンブルク，ポツダム 60 妹ゾフィーの死。ルーモールと不和
1834 49 ティーレとともにコペンハーゲン 61
1834 49 『作法の学校』 61
1835 50 デンマーク皇太子の侍従となる 62
1836 51 孤独化 63
1837 52 第 4回イタリア旅行（農業史調査） 64 妻の死
1838 53 ラウエンブルクの地所売却 65
1839 54 リューベックの親族から遺産相続 66
1840 55 デンマーク滞在 67 『ヴィットーリア・アコロンボーナ』
1841 56 第 5回イタリア旅行（ネルリ訪問） 68 娘の死，ポツダムで活動
1842 57 リューベック市内で住宅購入 69 枢密顧問官に。ベルリンへ転居
1843 58 7月 25日，旅行中にドレースデンで没 70
1848 （二月革命，三月革命，『共産党宣言』） 75
1853 79 4月 28日，ベルリンで没
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